
 

 

 

 

教員のための自立支援介護セミナー 

H30.8.18（土）-19（日） 
 

 

介護福祉士養成校教員と実習指導者等を対象とした自立支援介護セミナーを実施し、

42名が参加しました。 

 

 

活動報告 
 

 

 

 

 

会  場：国際医療福祉大学大学院（東京赤坂キャンパス 3F）  

住  所：東京都港区赤坂 4-1-26 

アクセス：銀座線・丸ノ内線「赤坂見附駅」Ａ出口より徒歩 3 分 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

日本介護福祉士養成施設協会 



 

 

 

 

 

第１日（８月１８日） 

開会挨拶・基調講演 

「自立支援をめぐる状況」 

・国の方針    

・成果 

・自立支援介護の３大テーマ 

・事業経営への影響 

講師：国際医療福祉大学大学院 教授 竹内 孝仁氏  

休憩 

1．ケアの骨格と基礎理論 

水分の生理学 

・基本ケアと個別ケア 

・体内水分の生理作用 

講師：国際医療福祉大学大学院 准教授 小平 めぐみ氏 

休憩 

２．排泄の自立・歩行の自立 
・便失禁からトイレ排泄へのケア 

・運動学習理論による歩行練習と自立 

講師：国際医療福祉大学大学院 助教 坂田 佳美氏  

質疑応答  
  

第２日（８月１９日） 

３．パワーリハビリテーション 
・基礎理論 

・事例紹介 

講師：株式会社高齢者リハビリテーション研究所 主任研究員 宮田 光明氏  

休憩 

４．実践事例・取り組み ・胃ろうから常食化実践報告 

講師：株式会社サンケイビルウェルケア 人財育成課 課長代理 染宮 恵理子氏  

昼食休憩  

５．胃ろうから経口常食へ ・新しい嚥下障害理論 

講師：株式会社サンケイビルウェルケア 運営支援部 人財育成課 課長 根岸 広英氏  

休憩 

６．実践事例・取り組み 特養における自立支援介護の実践報告  

講師：杜の風・上原 特別養護老人ホーム正吉苑 施設長 齊藤 貴也氏  

休憩 

７．自立支援介護に関する情報  

講師：根岸 広英氏、小平 めぐみ氏  

質疑応答  

閉会挨拶  
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セミナー風景 

       

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

胃ろうから経口常食へ 

 

排泄の自立・歩行の自立 

 

ケアの骨格と水の生理学 

 

パワーリハビリテーション 

 

日本自立支援介護・パワーリハ学会 

会長竹内孝仁 開催挨拶・基調講演 

 

実践事例・取り組み 

 

 

 

 

 

 

会場 国際医療福祉大学大学院  

東京赤坂キャンパス  

司会 

 

実践事例・取り組み 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

介護福祉士養成施設協会  

常務理事山口様からの閉会挨拶 

 

質疑応答 

セミナーのアンケート結果 
 

42 名が参加し、アンケート回答者 31 名（回収率 73.8%） 

[自由記述] 

・大変興味深い内容のセミナーでした。この内容を学生に伝えられるように努力します。 

・専門職としての知識として、「こころとからだのしくみ」の領域の大切さを改めて実感することができました。 

・リハビリと違った視点、大変勉強になりました。 

回答者の基本属性 n=31
人数 ％

性別
男性 11 35.5
女性 20 64.5
年齢
30代 8 25.8
40代 8 25.8
50代 10 32.3
60代 5 16.1
現在の立場
介護教員 10 32.3
介護実習施設の指導者 4 12.9
その他 17 54.8
介護教員の教員経験年数（n=10）
1年未満 1 10.0
1～3年未満 3 30.0
3～5年未満 2 20.0
5～10年未満 1 10.0
10～15年未満 1 10.0
15年以上 2 20.0
保有資格（重複回答あり。％はnに対する割合）
介護福祉士 18 58.1
看護師・准看護師 9 29.0
社会福祉士 4 12.9
その他(PT・OT・CM等） 10 32.3

おむつ外しなどの身体介護内容について（n=31）
人数 ％

非常に興味深かった 28 90.3
いくらか興味深かった 2 6.5
それほど興味深いものではなかった 0 0.0
まったく興味の湧くものではなかった 0 0.0
無回答 1 3.2
合計 31 100.0

胃ろうの経口常食化について（n=31）
人数 ％

非常に興味深かった 29 93.5
いくらか興味深かった 1 3.2
それほど興味深いものではなかった 0 0.0
まったく興味の湧くものではなかった 0 0.0
無回答 1 3.2
合計 31 100.0

養成校で行われている介護教育では「高齢者自立支援介護」の
教育が行われていると思うか（n=31）

人数 ％
よく行われていると思う 1 3.2
いくらかは行われていると思う 8 25.8
ほとんど行われていないと思う 11 35.5
まったく行われていないと思う 5 16.1
無回答 6 19.4
合計 31 100.0

高齢者自立支援介護教育を介護職教育へ組み込んでいくべき
と思うか（n=31）

人数 ％
強くそうすべき 28 90.3
現在の補完内容として付け加えていくのが妥当 2 6.5
無回答 1 2.2
合計 31 100.0

介護教育の中に高齢者自立支援介護が含まれていなかった
原因（重複回答。％はnに対する割合）

人数 ％
現場で自立支援介護が実践されていない 22 71.0
教員自身が高齢者の自立に目を向けてこなかった 16 51.6
介護保険制度に問題あり 15 48.4
教育シラバスに問題あり 10 32.3
無回答 1 3.2

全体的な感想（n=31）
人数 ％

非常に興味ある 28 90.3
やや興味が持てる 1 3.2
必ずしも期待したものではなかった 0 0.0
まったく期待はずれだった 0 0.0
無回答 2 6.5
合計 31 100.0

定期的に開催（例えば１年に１回）した方が良いと思うか（n=31）
人数 ％

強くそう思う 28 90.3
必ずしもそうは思わない 1 3.2
そこまで開催の必要はない 0 0.0
まったく不要であり開催しなくてよい 0 0.0
無回答 2 6.5
合計 31 100.0

 

自立支援介護に関する情報 


